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令和７年食中毒発生状況の概要報告について 

令和８年６月 16 日 

厚生労働省健康・生活衛生局食品監視安全課 

1．発生状況（事件数,患者数,死者数）

○ 令和７年に国内で発生した食中毒事件数は 1,172 件（対前年+135 件）、患者数

24,727 人（対前年+10,498 人）、死者数 2 人（対前年-１人）であった。

○ そのうち、患者数２人以上事例は、841 件（対前年+180 件）、患者数 24,396 人

（対前年+10,542 人）であり、全体の事件数の 71.8％、全体の患者数の 98.7％を占

めていた。

○ 患者 500 人以上の食中毒は 2 件（対前年+１件）であった。

２．月別発生状況 

 食中毒事件の発生が最も多かった月は、２月及び３月の各 184 件（15.7％）で、次い

で４月の 110 件（9.4％）、５月の 93 件（7.9%）の順であった。患者数では、２月の

8,054 人（32.6％）、３月の 3,835（15.5％）、４月の 2,386 人（9.6％）の順で多かっ

た。 

図１：令和７年月別発生状況（事件数） 

資料１－１

1

北川結花(KITAGAWAYuka)
長方形

北川結花(KITAGAWAYuka)
長方形



2 

表１：令和７年月別発生状況（事件数） 

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

細菌 22 15 22 20 28 35 33 44 26 24 22 24 

ウイルス 39 144 122 48 17 14 4 6 11 8 13 41 

寄生虫 23 21 38 31 37 27 28 19 29 22 13 17 

化学物質 3 0 0 0 0 4 2 2 1 0 1 1 

植物性自然毒 1 1 0 6 7 1 1 1 0 10 6 1 

動物性自然毒 0 0 0 0 1 3 0 0 1 2 2 3 

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

不明 1 3 2 5 3 1 2 2 2 0 2 1 

合計 89 184 184 110 93 85 70 74 70 66 59 88 

図２：令和７年月別発生状況（患者数） 

表２：令和７年月別発生状況（患者数） 

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

細菌 107 256 154 190 266 323 385 929 372 742 221 281 

ウイルス 2022 7688 3558 2053 451 580 136 55 440 111 410 1423 

寄生虫 54 42 63 45 105 38 28 22 30 22 22 39 

化学物質 56 0 0 0 0 11 68 6 260 0 28 4 

植物性自然毒 1 1 0 8 27 1 2 2 0 27 19 2 

動物性自然毒 0 0 0 0 3 6 0 0 1 4 4 3 

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

不明 16 67 60 90 69 14 27 122 30 0 10 15 

合計 2256 8054 3835 2386 921 973 646 1136 1133 906 714 1767 
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３．病因物質別発生状況 

○ 病因物質別の事件数を見ると、ノロウイルス（462 件、39.4％）、アニサキス

（280 件、23.9％）、カンピロバクター・ジェジュニ／コリ（220 件、18.8％）の順

で多かった。また、病因物質別の患者数は、ノロウイルス（18,566 人、75.1％）、

ウエルシュ菌（1,260 人、5.1％）、カンピロバクター・ジェジュニ／コリ（1,226人、

5.0％）の順で多かった（図３,４）。

○ そのうち、患者数２人以上の事例の病因物質別の事件数を見ると、ノロウイルス

（461 件、54.8％）、カンピロバクター・ジェジュニ／コリ（195 件、23.2％）、ウ

エルシュ菌（33 件、3.9％）の順で多かった。また、患者数２人以上の事例の病因物

質別の患者数は、ノロウイルス（18,565 人、76.1％）、ウエルシュ菌（1,260 人、

5.2％）、カンピロバクター・ジェジュニ／コリ（1,201 人、4.9％）の順で多かった。

○ 腸管出血性大腸菌による食中毒は、事件数 10 件（0.9％）、患者数 362 人（1.5％）、

死者０人であった。

○ 病因物質別発生状況の年次別推移では、ノロウイルス、アニサキスとカンピロバク

ターの事件数が高い値で推移している。

○ 寄生虫（クドア、サルコシスティス、アニサキス、その他の寄生虫）については平

成 25 年 1 月から食中毒事件票に病因物質種別として追加されている。令和７年の発

生状況は、クドアが 22 件 207 人、アニサキスが 280 件 283 人、サルコシスティスが

０件となっている。
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＊病原大腸菌に腸管出血性大腸菌を含む。 

図３：主な病因物質別にみた事件数推移 
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＊病原大腸菌に腸管出血性大腸菌を含む。 

図４：主な病因物質別にみた患者数推移 
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４．原因食品・施設別発生状況 

○ 原因食品・食事の判明したものは、事件数 1,003 件(85.6％）、患者数 24,083 人

（97.4％）であった。

○ 原因食品別の事件数を見ると、魚介類（237 件、20.2％）、野菜及び野菜加工品（43

件、3.7％）、複合調理食品（26 件、2.2％）の順で多かった（「その他」を除く。以

下この項において同じ。）。また、原因食品別の患者数は、魚介類（1,405 人、5.7

％）、複合調理食品（954 人、3.9％）、野菜及び野菜加工品（529 人、2.1％）の順で

多かった。

○ そのうち、患者数２人以上の事例における原因食品別の事件数見ると、魚介類（72

件、8.6％）、野菜及びその加工品（26 件、3.1％）、複合調理食品（25 件、3.0％）

の順で多かった。また、患者数２人以上事例における原因食品別の患者数は、魚介類

（1,240 人、5.1％）、複合調理食品（953 人、3.9％）、野菜及びその加工品（512 人、

2.1％）の順で多かった。

○ 原因施設の判明したものは、事件数 985 件(84.0％)、患者数 24,024 人(97.2％)であ

った。

○ 原因施設別の事件数を見ると、飲食店(658 件、56.1％)、家庭（85 件、7.3％）、事

業場（51 件、4.4％）の順で多かった。また、原因施設別の患者数は、飲食店（11,724

人、47.4％）、仕出屋（6,146 人、24.9％）、旅館（1,922 人、7.8％）の順で多かっ

た。

○ そのうち、患者数２人以上の事例における原因施設別の事件数を見ると、飲食店

（589 件、70.0％）、事業場（51 件、6.1％）、旅館（47 件、5.6％）の順で多かった。

また患者数２人以上の事例における原因施設別の患者数を見ると、飲食店（11,655 人、

47.8％）、仕出屋（6,146 人、25.2％）、旅館（1,919 人、7.9％）の順で多かった。

５．その他 

令和７年食中毒発生状況の詳細等については、厚生労働省健康・生活衛生局ホーム

ページ「食中毒に関する情報」 

（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syoku

chu/04.html）で公開している。 
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